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Abstraet  

Todeterminethee鮎ctsofenvironmentalfactorsontheradialgrowthofmaturetreeshlanatural  

Stand，ring－Width series（1887to1987）in canopYtreeSgrOWingi】1Warm－teIllPerate forest o＝he Mie  

universitywasinvestigated．  
（1）The meanring－＼＼idth series，Ca】culated on cores from76canopy coniferous trees（AblLcs  

Sieb．etZucc．：29．Cl）少JqP］11Crねj郎011icaD．Don：6，TsILgaSiebo［dif：41）sho＼Ved stagnant radial  

growth（1896to1906，1913to1929）andsuccessiveincreaseinradialgrowthafter1945．The  

reasons for these Ructuationsinradialgro、＼・th could not be deten】1ined forlack of）ong term  

meteoroglCalrecordsontheuniversityforest．  
（2）Spectrumanalysisonthemeanrin針widthserie＄hdicatedperiodicityinradialgrowth，theperiods  

being2．2，3，3，10－11，5．22．2，90．9year＄andsoon．  

（3）Someoftheseperiodscouldbefoundinanannualmeantemperatureseriesandarmualprecipita－  

tionseries，these beingthelongestnearbymeteorogicalrecords（Nagoyameteorogicalobserva－  

tory）．  

TheuniversityforestisapartllOkmormore餌）mthemeteoroglCalobservatory，andthusthe  

COincidence ofthese pedodsindkates to possibly be due not to microclimatic causes butglobal  
scaleclimaticvariation．  

Keywords：Conifers・Ring・Width・Climate・Spectrumanalysis －periodicity  

であるが，笛木とちがい，成木を対象とした場合には，  

その樹体の大きさによる制約のため，爽倹約研究が困経  

である。しかし，肥大威厳過程の敢終的な結果である年  

輪幅の変動と環境賽慨とゐ関係を統計的に解析するとい  

う，経験的方法によって，両者の関係が推測できる㌔   

本報は，温帯常緑針楽樹林の主要な林冠構成木である   

エ は じ め に  

林木の肥大成長に影響をあたえる環境要因を明らかに  

することは，木材の効率的生産の基礎として盤賓な課題  
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保存した。年輪幅の計測にあたっては，コアの敦爾を  

カッターナイフで盤えたのち，それぞれ直交する4蘭に  

ついて，その年輪幅を1／10mmまで測定できる目盛り  

付きのルーペをもちい，叡小目盛りの1／2まで統み取り，  

得られた数個の平均億を求め年輪蘭とした。   

測定された年輪帽は，樹種や樹体の大きさなどの適い  

は考慮せずに，各年ごとに76本分すべてを合計し，平均  

年輪帽を求め，経年的変化の解析に供した。  

モミ・ツガなどの常緑針兼樹類の成艮特性を知るため，  

年輪幅の経年的変化の特徴を経験的方法で明らかにし，  

それらの肥大成長におよほす環境葉蘭ことに気候要因の  

影砂を知る一助にしようとするものである。  

Ⅱ 材料 と方法  

供就材料は，林木の肥大成養がほほ停止したと考えら  

れる，1989年10月から翌年の1月にかけて，三蕊県山志  

郡輿杉村川上にある，三盛大学生物資源学部附属演習林  

の1（；林淡い小班と11林放ろ小斑（標簡約450－660m）の  

天然生林の林冠構成木など76本から成盛雄をもちいて採  

取したコアである。   

その内訳は，モミ 卸ぬ舟棚Seib．etZucc．）29本，  

ツガ（乃聯5おぬ肪Ca汀．）41本，スギ（Cりぜ鹿沼g′由  

頭加血沌．Don）6本である。なお，コアは，斜面下部  

側（樹冠の葉蕊の多い側）の地上簡約40cmを標準的位  

置として採取した。   

供駄本の平均胸高直径は，60．9土23．Ocm（散大  

111，4cm，殴小20．4cm）平均推延樹齢は，295．2士  

174．4年（徽商706乳 畿低36年）であり，それらの樹齢  

別本数は，それぞれ，400年以上20本，399－300年18本，  

229－200年12本，199－100年12本，100年束渦14本である。  

また，100年来朝のうち，50年に適しないものが1本  

あった。   

採取したコアは，保護ケースに入れて研究室に持ち帰  

り，測定までの間は．密閉して乾燥を防ぎ，低温塵内に  

Ⅲ 結果 と考察   

1887年から1987年までの平均年輪帽の経年的変化を  

Fig．－1に示した。この100年軋 年輪幅ほ比較的大きな  

変動を示しており，ことに1896年囁から1906年頃までの  

ほぼ10年間と，1913年頃から1929年喫までの約16年間の  

成養の停猟 ならびに，1945年以降の成濃の継続的増大  

が特徴朗であった。先に述べたように，供駅東の推定樹  

齢は，706年から36年の広い範囲にわたっている。若齢  

木の年輪幅は，老齢木のものより著しく広いので，供就  

した平均年棺桶の変動にほ，100年未禰の若齢木の年輪  

幅の関与が大きいと考えられるが，1945年以降の継続的  

増大の傾向は，その程度iま小さいが，樹齢300年以上の  

老齢木にも，認められた。この増大傾向には，コア採取  

位澄が低いため上根張りの発達による年始幅拡大が関与  

している可能性もある。   

一般に，林木の肥大威厳は生轡地の気象粂件の影響を  

強くうけるので，観察された年輪幅の変動にも気象質素  
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期性を検出するため，まず，年輪幅時系列の自己相関を  

調べた。   

Fig．－2に示したように，年輪幅時系列のコレログラム  

は，有意水準5％で，それぞれ，約10，20，90年と1粕  

1姉150（－55，－70，－75を半周期と考える）年などの  

周期の存在を推測させた。   

年輪幅の経年的変イヒにみられるこれらの周期について  

ほ，コアを採取した樹木の多くが，樹齢300年を越え，  

ほとんどが林冠構成木であるので，周辺の個体の庇陰や  

それからの解放によるものではないと考えられる。また，  

ここで解析した平均年輪帽は，輿なった樹種から得られ  

た年輪幅を単純平均したものであり，樹種特性にもとづ  

く年輪幅変動の芸界もほとんど消えてしまっていると考  

えられるから，この周期性は，樹種によらない，普遍的  

な肥大成長過程に存在するものと考えられる。  

の変動が関与していると推測座れるが，本学の演習林に  

は，100年にもおよぶ気象観測資料の審穐がなく，これ  

らの年輪帽の変動と気象素因との直接的な関係を論じる  

ことほ推しい。そのうえ，肥大成養は，動物による粥の  

摂食などの生物的賽因2），さらには樹齢・開花・結賽な  

どの林木自身の内的襲園3）・4）など，多様な要因の複合的  

影響下にある。したがって，年輪幅の変動がどのような  

安閑によって引き起こされているのかを特定することは  

困難である。   

ただ，複雑に変動する鞄墳賓因の中には，気候的要因  

のように，一年を周期として決まった順序で繰り返され  

るものがある。その規則的変化は，年輪幅の経年的変化  

の中に周期性を与えるので，その周期性を目印として，  

年輪幅に影響をおよぼしている環境繁閑を級別できると  

考えられる。そこで．年輪幅の経年的変化にみられる周  
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温と年降水螢のパワースペクトルを調べた。なお，前述  

のように，本学の演習林には，長期にわたる気象観測資  

料がないので，ここでは，名古鷹地方気象台の資料5）を  

用いた。   

Fig．一5に示したように，年平均気温と年降水蕊とでは，  

それらの変動の周期に若干の適いがみられたが，いずれ  

においても，2．2年から90．9年にわたる，多くの周期が  

検出きれた。これらの周期と年輪の変動に見いだされた  

周期とを比較すると（Tab．・1），両者のうちには，共通  

した周期が認められる。   

演習林は気象台から南西方向に直線距離にして約110  

km以上離れた所にあり，その海抜高度も約400m商い。  

そのうえ，局地的な地衣の状態も異なるので，気象台で  

しかし，上記のように多くの周期が盛なっているコレ  

ログラムでは，周期の分離が十分ではないので，つぎに  

平均年輪幅のパワースペクトルを調べた。なお，その際  

には，適偶の平均年輪帽のほかに，年輪幅の変動の申の  

巌い周期をはっきりさせるための5カ年移動平均と，逆  

に，短い周期の変動を強調するため，平均年輪幅の移動  

平均に対する比（平均年輪帽／5カ年移動平均）を求め  

て，それらのパワースペクトルもそれぞれ計算した。   

その練乳 Fig．－3，Fig．・4，に示したように，平均年輪  

帽の経年的変化にほ，2．1年から90．9年にもおよぶ艮・  

短さまざまの周期が検出された。   

これらの周期が，どのような畷墳薬園によって生起さ  

せられているか針推測するための資料として，年平均気  
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Fig．5．Powerspectrumofannualemeanairtemperature（sohdl払e）andannualprecipitation（brokentine）．  
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Tahlel．Periodsdetectedinmeannng－Widthandcumaticconditionswithspectrumanalysis  

Meanmg一雨dth  （a）2－12．2－2．3 2，6  

Movhgaver喝e・5Years （b）   2．2  

Ratio  （a／b） 2．1－2．2  2．6  

Meanamualtemperature  2．2－2．3 2．6  

血m戚precipitation  2．2  2．6  
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Note：Figureswithabarweresmaupeaksonalargepeak．  

観測きれた気候の変化が密接約に小気候のスケール8）で  

供就木の肥大成長に影響をおよぼしているとは考えにく  

い。しかし，平均年翰帽と気候薬園との問に，共通した  

周期がみられることは，中気健から大気俄におよぶス  

ケールでの気候の変化と年輪幅の経年的変化との問に，  

審凝な関係のあることを伺わせた。   

年輪摘と気温・降水蕊の経年的変化に検出された周期  

の中で，ことに2．2年，22．2年などは，わが国にとどま  

らず欺界各地の気候質素においてよく知られている周期  

である。2．2年についてほI北半球の冬の平均気圧配徽  

塑の26カ月周樹6）や赤道域の嘩2年周期撮劾との関係7）  

が指摘されている。さらに，22．2年周期は太陽活動の周  

期性に起因する気候変化による年輪幅の変動ではないか  

と考えられでいる8）。また，本研究で計発した気候登園  

のパワースペクトルからは，はっきりしないが，年輪幅  

の変動のスペクトルにみられる10～11．5年の周期につい  

ても，太陽の黒点数の増減むの閲額が議論されている即。  

そのほか，北アメリカ大陸に生育する樹木にみられる  

3．3年周期7）も，演習林に生育しでいる温膵他の常緑針  

葉樹頬の年輪幅の変動において検出されている。   

以上のように，供紙した林木の年給帽の鐙年的変化に  

は周期性が認められ，それが，地球的規模の気候現象と  

結び付きを持っているようにみえる。しかし，年輪帽の  

変動に周期性が現れる機構は明らかでほなく，気候安国  

にみられる周期性との関係の直接的な証拠は得られてい  

ない。そ・れらは，今後の研究課題である。   

終わりにあたり，適切な批評と助雷をいただいた，三  

盈大学生物資源学部、森林計画学研究室の田中和博助教  

授に対し，謝意を資する次第である。  
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